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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現している複合短繊維を含
むクッション材であって、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を７５質量
％～９５質量％含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
　第一成分は、さらに低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）を含み、前記低密度ポリエチレン
の含有量は、前記直鎖状低密度ポリエチレンと前記低密度ポリエチレンの合計質量に対し
て、５質量％～２５質量％であり、
　第一成分に含まれる低密度ポリエチレン全体の密度は、０．９１ｇ／ｃｍ３～０．９３
ｇ／ｃｍ３であり、
　第二成分は、ポリエチレンテレフタレートを７５質量％以上含み、
　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分
の重心位置は繊維の重心位置からずれており、
　第一成分の少なくとも一部分によって、繊維同士の少なくとも一部が接着しているクッ
ション材。
【請求項２】
　ＪＩＳ　Ｋ６４００－４、４．５．３のＢ法で測定した繰り返し圧縮残留ひずみが１４
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％以下である、請求項１に記載のクッション材。
【請求項３】
　前記第一成分が、密度の異なる直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を少なくとも
２種類含む、請求項１または２に記載のクッション材。
【請求項４】
　前記第一成分が、密度が０．９０８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３以下の第一の直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度が０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．９０８
ｇ／ｃｍ３未満の第二の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを含み、前記第一
成分の全質量を１００質量％としたとき、ＬＬＤＰＥ１が３質量％～９２質量％含まれ、
ＬＬＤＰＥ２が３質量％～９２質量％含まれ、ＬＬＤＰＥ１とＬＬＤＰＥ２の合計が９５
質量％を超えないことを特徴とする、請求項３に記載のクッション材。
【請求項５】
　前記第一成分の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満である、請求
項１～４のいずれかに記載のクッション材。
【請求項６】
　前記複合短繊維を２０質量％以上含む、請求項１～５のいずれかに記載のクッション材
。
【請求項７】
　第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現している複合短繊維であ
って、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を７５質量
％～９５質量％含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
　第一成分は、さらに低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）を含み、前記低密度ポリエチレン
の含有量は、前記直鎖状低密度ポリエチレンと前記低密度ポリエチレンの合計質量に対し
て、５質量％～２５質量％であり、
　第一成分に含まれる低密度ポリエチレン全体の密度は、０．９１ｇ／ｃｍ３～０．９３
ｇ／ｃｍ３であり、
　第二成分は、ポリエチレンテレフタレートを７５質量％以上含み、
　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分
の重心位置は繊維の重心位置からずれている、
クッション材用複合短繊維。
【請求項８】
　前記第一成分が、密度の異なる直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を少なくとも
２種類含む、請求項７に記載のクッション材用複合短繊維。
【請求項９】
　前記第一成分が、密度が０．９０８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３以下の第一の直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度が０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．９０８
ｇ／ｃｍ３未満の第二の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを含み、前記第一
成分の全質量を１００質量％としたとき、ＬＬＤＰＥ１が３質量％～９２質量％含まれ、
ＬＬＤＰＥ２が３質量％～９２質量％含まれ、ＬＬＤＰＥ１とＬＬＤＰＥ２の合計が９５
質量％を超えないことを特徴とする、請求項８に記載のクッション材用複合短繊維。
【請求項１０】
　第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現している複合短繊維を含
むクッション材であって、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を６０質量
％以上含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
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　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分
の重心位置は繊維の重心位置からずれており、
　第一成分の少なくとも一部分によって、繊維同士の少なくとも一部が接着していて、
　前記第一成分が、密度が０．９０８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３以下の第一の直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度が０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．９０８
ｇ／ｃｍ３未満の第二の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを含み、前記第一
成分の全質量を１００質量％としたとき、ＬＬＤＰＥ１が３質量％～９７質量％含まれ、
ＬＬＤＰＥ２が３質量％～９７質量％含まれ、ＬＬＤＰＥ１とＬＬＤＰＥ２の合計が１０
０質量％を超えない、クッション材。
【請求項１１】
　第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現している複合短繊維であ
って、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を６０質量
％以上含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、
　第二成分の重心位置は繊維の重心位置からずれており、
　前記第一成分が、密度が０．９０８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３以下の第一の直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度が０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．９０８
ｇ／ｃｍ３未満の第二の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを含み、
　前記第一成分の全質量を１００質量％としたとき、ＬＬＤＰＥ１が３質量％～９７質量
％含まれ、ＬＬＤＰＥ２が３質量％～９７質量％含まれ、ＬＬＤＰＥ１とＬＬＤＰＥ２の
合計が１００質量％を超えない、
クッション材用複合短繊維。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、優れた嵩回復性、および、繰り返し圧縮しても嵩が減少しにくいクッション
材および本発明のクッション材を構成する複合短繊維に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車用シートをはじめとする各種座席、マットレスやベッドマットをはじ
めとする寝装用品、ブラジャーパッドや肩パッドをはじめとする衣料用パッドにはクッシ
ョン材として、ウレタンフォームが広く使用されている。しかし、安全性や廃棄時に環境
に与える影響、また通気性に欠けるといった点から、ウレタンフォームに代わるクッショ
ン材として捲縮性複合繊維を含む不織布を使用することが検討されている。
【０００３】
　このような複合繊維として、例えば、特許文献１（特開２００８－２７４４７３号公報
）には、メタロセン触媒を用いて重合した直鎖状ポリエチレンを第一成分として含み、ポ
リトリメチレンテレフタレートを５０質量％以上含むポリエステルを第二成分として含む
捲縮性複合繊維が開示されている。特許文献１に開示の捲縮性複合繊維は、その繊維断面
から見たとき、第一成分が複合繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分の重
心位置が複合繊維の重心位置からずれており、この複合繊維は、波形状捲縮及び螺旋状捲
縮から選ばれる少なくとも一種の捲縮を有していることを特徴とする顕在捲縮性複合繊維
である。このような顕在捲縮性複合繊維を使用すると、初期嵩の大きい繊維集合物（例え
ば、不織布）を得ることができ、熱加工の際の嵩減少（へたり）が小さく、高温下での嵩
回復性も良好であることから、耐熱性が要求される分野、例えば車両用クッション材とし
て使用することができる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２７４４７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、最近では、このような複合繊維を用いた不織布またはクッション材において、
さらに向上した優れた嵩回復性が求められるようになってきており、特許文献１に開示の
繊維を用いて作製した不織布またはクッション材では、その嵩回復性は不十分であり、上
記の要求を満たすことができず、さらなる改善の余地があった。
【０００６】
　本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、さらに優れた嵩回復性を有し、な
おかつ、へたりが少なく、適度な弾力性を有する不織布またはクッション材およびこれら
を得ることのできる複合短繊維の提供を目的としてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは鋭意研究の結果、クッション材となる不織布、特に熱接着不織布において
、その中に含まれ、立体捲縮を発現する複合短繊維の第一成分に含まれる直鎖状ポリエチ
レンの密度が高いと、繊維の硬度、曲げ弾性率などの機械的強度が大きくなり、このよう
な繊維を大きな力で曲げて固定すると、その形が記憶され、荷重を取り除いて元の形に戻
そうとしたときにも大きな力が必要になり、このような繊維を含む不織布またはクッショ
ン材は、嵩回復し難く、繰り返し圧縮残留ひずみとして変形が残りやすいことを見出した
。そこで、本発明者らは、複合短繊維の第一成分に含まれる直鎖状ポリエチレンとして、
直鎖状低密度ポリエチレンを６０質量％以上の量で第一成分に配合し、なおかつ、第一成
分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８
ｇ／ｃｍ３未満とすることによって、不織布またはクッション材の繰り返し圧縮残留ひず
みが低下し、優れた嵩回復性が得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　従って、本発明は、第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現して
いる複合短繊維を含む不織布またはクッション材であって、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を６０質量
％以上含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分
の重心位置は繊維の重心位置からずれており、
　第一成分の少なくとも一部分によって、繊維同士の少なくとも一部が熱接着しているク
ッション材を提供する。
　また、本発明は、第一成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現してい
る複合短繊維であって、
　第一成分は、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を６０質量
％以上含み、
　第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が、０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であり、
　繊維断面において、第一成分は、繊維表面の少なくとも２０％を占めており、第二成分
の重心位置は繊維の重心位置からずれている、
クッション材用複合短繊維を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の不織布またはクッション材を構成する複合短繊維は、第一成分と第二成分とを
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含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現する繊維であって、第一成分が少なくとも１種類の
直鎖状低密度ポリエチレンを６０質量％以上含み、なおかつ、第一成分に含まれる直鎖状
低密度ポリエチレン全体の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満とす
ることによって、繰り返し圧縮残留ひずみが低下し、優れた嵩回復性を有する不織布また
はクッション材を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は機械捲縮の形態を示す。
【図２】図２Ａ～Ｃは、本発明の一実施形態における複合短繊維の捲縮形態を示す。
【図３】図３は本発明の別の実施形態における複合短繊維の捲縮形態を示す。
【図４】図４は本発明の一実施形態における複合短繊維の繊維断面を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明は、繰り返し圧縮残留ひずみが低く、優れた嵩回復性を有する不織布またはクッ
ション材ならびにこれらを構成する複合短繊維を提供する。本発明の複合短繊維は、第一
成分と第二成分とを含み、かつ少なくとも立体捲縮を発現する繊維であって、第一成分は
、少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ（Linear Low Density Pol
yethylene））を６０質量％以上含み、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全
体の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であることを特徴とする。
このような密度の第一成分を含む複合短繊維を用いて不織布からなるクッション材を製造
すると、クッション材の繰り返し圧縮残留ひずみを低下させることができ、優れた嵩回復
性を有するクッション材を得ることができる。なお、本発明において使用する用語「短繊
維」（またはステープル）とは、「長繊維」（またはフィラメント）と区別するために使
用される用語であり、本発明では、繊維長が１ｍｍ～１００ｍｍの繊維を意味する。
【００１２】
　また、ここで、本発明において使用する「立体捲縮」という用語は、図１に示すような
捲縮の山が鋭角である機械捲縮と区別されるために用いられる。具体的には立体捲縮は、
例えば、図２Ａに示すような山部が湾曲した捲縮（波形状捲縮）、図２Ｂに示すような山
部が螺旋状に湾曲した捲縮（螺旋状捲縮）、図２Ｃに示すような、波形状捲縮と螺旋状捲
縮とが混在した捲縮、図３に示すような、図１に示す機械捲縮の鋭角な捲縮と、図２Ａに
示すような波形状捲縮が混在した捲縮などである。もちろん、図１に示す機械捲縮と、図
２Ａに示す波形状捲縮と、図２Ｂに示す螺旋状捲縮とが混在した捲縮であってもよい。立
体捲縮は、潜在捲縮性複合繊維において加熱処理等により発現した立体捲縮であってよく
、あるいは顕在捲縮性複合繊維において発現した立体捲縮であってよい。ここで、潜在捲
縮性複合繊維とは、繊維の段階で立体捲縮を発現しておらず、または弱い立体捲縮を発現
していて、加熱処理に付すと、立体捲縮またはより強い立体捲縮が発現する繊維である。
顕在捲縮性複合繊維とは、繊維の段階で立体捲縮を発現しており、加熱処理に付しても立
体捲縮の状態が変化しない、または変化するとしてもその度合いが小さい繊維である。本
発明の複合短繊維は、顕在捲縮性複合繊維であることが好ましく、あるいは第一成分と第
二成分の組み合わせ及び第一成分と第二成分の複合形態によっては顕在捲縮性複合繊維と
してしか得られないものである。
【００１３】
　以下、本発明の不織布またはクッション材に含まれる複合短繊維の第一成分および第二
成分について詳しく説明する。
【００１４】
　＜第一成分＞
　第一成分は少なくとも１種類の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を、第一成分
の総質量を基準として、６０質量％以上、好ましくは７０質量％～１００質量％、より好
ましくは７５質量％～９５質量％含む。また、第一成分は、第一成分に含まれる直鎖状低
密度ポリエチレン全体の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満である



(6) JP 6054091 B2 2016.12.27

10

20

30

40

50

。直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が上記範囲を満たすとは、含まれる直鎖状低密度
ポリエチレンが１種類であれば、その直鎖状低密度ポリエチレンの密度が上記範囲を満た
すことを指し、第一成分に２種類以上の直鎖状低密度ポリエチレンを含む場合、各直鎖状
低密度ポリエチレンの密度と、第一成分に含まれる全ての直鎖状低密度ポリエチレンの質
量を１００％としたときに、それぞれの直鎖状低密度ポリエチレンが占める割合から求め
られ得る。第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は０．８９ｇ／ｃｍ
３～０．９１７ｇ／ｃｍ３であると好ましく、０．９０ｇ／ｃｍ３～０．９１７ｇ／ｃｍ
３であるとより好ましく、０．９０２ｃｍ３～０．９１６ｇ／ｃｍ３であるとさらにより
好ましい。
【００１５】
　本発明において、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が０．８８
ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内であると、第一成分が可紡性を損なう
ことなく適度な弾性および柔軟性を持つようになり、複合短繊維がしなやかで、変形に対
して、元の形に戻りやすい繊維となる。そのため、本発明の複合短繊維を含む不織布また
はクッション材は繰り返し圧縮残留ひずみが低下し、優れた嵩回復性を示すことができる
。
【００１６】
　本発明において、直鎖状低密度ポリエチレンの第一成分における含有量が６０質量％以
上であると、上記特性を有する複合短繊維を容易に得ることができる。６０質量％未満で
あると、第一成分に占める直鎖状低密度ポリエチレンの割合が低下することで、直鎖状低
密度ポリエチレンに起因する柔軟性を複合短繊維が示さなくなり、得られる複合短繊維お
よびそれを用いた不織布またはクッション材が硬く、嵩回復性に乏しく、圧縮による歪み
が大きくなりやすいなどの問題の恐れがある。
【００１７】
　また、本発明において、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が０
．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内であると、第一成分が可紡性を
損なうことなく適度な弾性および柔軟性を持つようになり、複合短繊維がしなやかで、変
形に対して、元の形に戻りやすい繊維となる。そのため、本発明の複合短繊維を含む不織
布またはクッション材は繰り返し圧縮残留ひずみが低下し、優れた嵩回復性を示すことが
できる。
【００１８】
　本発明で使用され得る直鎖状低密度ポリエチレンは、エチレンとα－オレフィンとを共
重合させることによって得られる共重合体を指す。α－オレフィンは、一般に炭素数が３
～１２のα－オレフィンである。炭素数が３～１２のα－オレフィンとしては、具体的に
は、プロピレン、ブテン－１、ペンテン－１、４－メチルペンテン－１、ヘキセン－１、
４－メチルヘキセン－１、ヘプテン－１、オクテン－１、ノネン－１、デセン－１、ドデ
セン－１及びこれらの混合物を挙げることができる。これらのうち、プロピレン、ブテン
－１、４－メチルペンテン－１、ヘキセン－１、４－メチルヘキセン－１及びオクテン－
１が特に好ましく、ブテン－１及びヘキセン－１がさらに好ましい。
【００１９】
　直鎖状低密度ポリエチレン中のα－オレフィン含有量は、１ｍｏｌ％～１０ｍｏｌ％で
あることが好ましく、２ｍｏｌ％～５ｍｏｌ％であることがより好ましい。α－オレフィ
ン含有量が少ないと、繊維の柔軟性が損なわれることがある。α－オレフィンの含有量が
多くなると、結晶性が悪くなり、繊維化の際に繊維同士が融着する可能性がある。
【００２０】
　第一成分において使用され得る直鎖状低密度ポリエチレンは、必ずしも低密度（一般に
０．９２５ｇ／ｃｍ３以下）のものに限られず、その密度は、例えば、０．８５ｇ／ｃｍ
３～０．９４５ｇ／ｃｍ３、好ましくは０．８９ｇ／ｃｍ３～０．９３ｇ／ｃｍ３、より
好ましくは０．９０ｇ／ｃｍ３～０．９２５ｇ／ｃｍ３、さらにより好ましくは０．９０
２ｇ／ｃｍ３～０．９２０ｇ／ｃｍ３であり、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチ
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レン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内にすること
ができれば、その密度に特に限定はない。第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン
の密度が０．８５ｇ／ｃｍ３未満であると、直鎖状低密度ポリエチレンがエラストマーに
近い性質を持つようになるため、紡糸時に糸切れや融着が多発して、いわゆる可紡性が低
下するおそれがある。また、その場合、複合短繊維の第一成分が柔らかくなり、不織布ま
たはクッション材にしたときに十分な嵩高性および嵩回復性を得られないことがあるなど
の問題の恐れがある。一方、直鎖状低密度ポリエチレンの密度が０．９４５ｇ／ｃｍ３よ
りも大きくなると、不織布またはクッション材にしたときに、表面触感および厚さ方向の
柔軟性が劣る傾向にある。また、その場合、複合短繊維の第一成分が全体として硬くなる
ことで、長時間変形させたり、繰り返し圧縮させた際、その変形が残りやすくなると考え
られ、使用に伴う嵩の減少、いわゆる“へたり”が大きくなる、などの問題の恐れがある
。
【００２１】
　本発明において、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が０．８８
ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であれば、その構成は特に限定されないため、
上記密度の異なる直鎖状低密度ポリエチレンを２種以上組み合わせて使用して、第一成分
に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ
／ｃｍ３未満の範囲内に調節してもよい。なお、本発明では、密度の異なる直鎖状低密度
ポリエチレンを２種以上組み合わせて使用することによって、得られるクッション材の繰
り返し圧縮残留ひずみをさらに低減することができるので好ましい。その原因としては、
密度や共重合物とその割合、分子量分布といった、諸物性が異なる２種類以上の直鎖状低
密度ポリエチレンを混合して第一成分に使用することで、性質の異なる直鎖状低密度ポリ
エチレンが第一成分全体に分散するようになり、より低密度の直鎖状低密度ポリエチレン
は、第一成分全体に柔軟性を持たせ、複合短繊維に柔軟性やしなやかさをもたらすように
なり、より高密度の直鎖状低密度ポリエチレンは、第一成分全体に弾力性とコシ感を持た
せ、複合短繊維に弾力性をもたらすようになり、両者が第一成分全体に均一に分散される
ことで繊維物性が向上する、と推測されるが、このような理論に束縛されることはない。
【００２２】
　密度の異なる直鎖状低密度ポリエチレンを２種以上組み合わせて使用する場合、第一成
分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８
ｇ／ｃｍ３未満の範囲内に調節することができれば、組み合わされる直鎖状低密度ポリエ
チレンの密度に特に限定はなく、密度が第一成分の密度の上限を超える直鎖状低密度ポリ
エチレンと、密度が第一成分の密度の下限を下回る直鎖状低密度ポリエチレンとを組み合
わせて使用してもよい。本発明では、密度の高い直鎖状低密度ポリエチレンと、密度の低
い直鎖状低密度ポリエチレンとを組み合わせて使用して、第一成分に含まれる直鎖状低密
度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内
に調節することが好ましい。このとき、密度の高い方の直鎖状低密度ポリエチレン（本明
細書中、「第一の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）」と呼ぶ場合もある）の密
度は、例えば、０．９０８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３以下、好ましくは０．９１
ｇ／ｃｍ３～０．９４ｇ／ｃｍ３、より好ましくは０．９１２ｇ／ｃｍ３～０．９３５ｇ
／ｃｍ３である。また、密度の低い方の直鎖状低密度ポリエチレン（本明細書中、「第二
の直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）」と呼ぶ場合もある）の密度は、例えば、
０．８５ｇ／ｃｍ３以上０．９０８ｇ／ｃｍ３未満、好ましくは０．８８ｇ／ｃｍ３～０
．９０８ｇ／ｃｍ３未満、より好ましくは０．８９ｇ／ｃｍ３～０．９０６ｇ／ｃｍ３で
ある。
【００２３】
　密度の高い直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度の低い直鎖状低密度ポ
リエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを組み合わせて使用する場合、密度の高い方の直鎖状低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）の使用量は、第一成分の全質量を基準として、第一成分
の全質量を１００質量％としたとき、例えば、３質量％～９７質量％、好ましくは５質量
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％～９５質量％、より好ましくは８質量％～９２質量％である。また、密度の低い方の直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）の使用量は、第一成分の全質量を基準として、
第一成分の全質量を１００質量％としたとき、例えば、３質量％～９７質量％、好ましく
は５質量％～９５質量％、より好ましくは８質量％～９２質量％である。ただし、このと
き、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度は０．８８ｇ／ｃｍ３以上
０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内でなければならない。また、ＬＬＤＰＥ１とＬＬＤＰ
Ｅ２の合計は１００質量％を超えない。
【００２４】
　本発明では、密度の高い直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ１）と、密度の低い直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ２）とを組み合わせて使用し、第一成分に含まれる
直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９４ｇ／ｃｍ３未満
の範囲内とすることによって、得られる不織布またはクッション材の繰り返し圧縮残留ひ
ずみを１４％未満、好ましくは１２％未満、より好ましくは１０％未満とすることができ
、顕著に低下した繰り返し圧縮残留ひずみを達成することができ、優れた嵩回復性を有し
、なおかつ、へたりが少なく、適度な弾力性を有する不織布またはクッション材を得るこ
とができる。
【００２５】
　また、直鎖状低密度ポリエチレンは、紡糸前の融点が、例えば、融点が１３０℃以下で
あり、融点が８５℃～１２８℃の範囲内にあるものであることが好ましく、９０℃～１２
５℃の範囲内にあるものであることがさらに好ましい。直鎖状低密度ポリエチレンの融点
が高すぎると、低温で熱接着処理をして、熱接着不織布を製造したときに、実用に耐えう
る強度の不織布を得られないことがある。直鎖状低密度ポリエチレンの融点が低いと、高
温で熱接着処理を施して、熱接着不織布を製造したときに、不織布の表面触感が低下する
ことがあるか、あるいは高速カード性の点で劣り、地合の良好な不織布を得られないこと
がある。また、本発明において、第一成分は、このような融点が１３０℃以下の直鎖状低
密度ポリエチレンを例えば６０質量％以上含み、７０質量％～１００質量％含むことが好
ましい。融点が１３０℃以下の直鎖状低密度ポリエチレンの含有量を上記範囲とすること
で、第一成分が可紡性を損なうことなく適度な弾性および柔軟性を持つようになり、複合
短繊維がしなやかで、変形に対して、元の形に戻りやすい繊維となりやすくなるなどの効
果が得られる。
【００２６】
　上記の密度および融点を有する直鎖状低密度ポリエチレンは、メタロセン触媒を用いて
エチレンとα－オレフィンとを共重合させることにより、容易に得られる。尤も、第一成
分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８
ｇ／ｃｍ３未満となり、好ましくは直鎖状低密度ポリエチレンが上記の融点を有し得る限
りにおいて、直鎖状低密度ポリエチレンは、メタロセン触媒を用いて重合されたものに限
定されず、例えば、チーグラー・ナッタ触媒を用いて重合されたものを用いてよい。
【００２７】
　直鎖状低密度ポリエチレンのメルトインデックス（ＭＩ）は、紡糸性を考慮すると１ｇ
／１０ｍｉｎ～６０ｇ／１０ｍｉｎの範囲内にあることが好ましい。ここで、メルトイン
デックス（ＭＩ）は、ＪＩＳ　Ｋ　７２１０（１９９９年）（条件：１９０℃、荷重２１
．１８Ｎ（２．１６ｋｇｆ））に準じて測定される。ＭＩが大きいほど、紡糸時に鞘成分
の固化速度が遅くなり、繊維同士が融着しやすくなる。一方、ＭＩが小さすぎると、繊維
化が困難となる。より具体的には、直鎖状低密度ポリエチレンのＭＩは、２ｇ／１０ｍｉ
ｎ～４０ｇ／１０ｍｉｎであることが好ましく、３ｇ／１０ｍｉｎ～３５ｇ／１０ｍｉｎ
であることがより好ましく、５ｇ／１０ｍｉｎ～３０ｇ／１０ｍｉｎであることがさらに
より好ましい。
【００２８】
　直鎖状低密度ポリエチレンにおける重量平均分子量（Ｍｗ）と数平均分子量（Ｍｎ）と
の比（Ｑ値：Ｍｗ／Ｍｎ）は、５以下であることが好ましい。より好ましいＱ値は２～４
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であり、さらにより好ましくは２．５～３．５である。Ｑ値が５以下であると、直鎖状低
密度ポリエチレンの分子量分布の幅が狭いという特徴を有しているといえ、このＱ値の範
囲を満たす直鎖状低密度ポリエチレンを第一成分に使用することで、立体捲縮性に優れた
複合短繊維を得ることができる。
【００２９】
　直鎖状低密度ポリエチレンの曲げ弾性率は、得られる複合短繊維の性質や、得られる不
織布またはクッション材の触感、嵩高性を考慮すれば、２５ＭＰａ～８５０ＭＰａの範囲
内にあることが好ましい。ここで、曲げ弾性率は、ＪＩＳ　Ｋ　７１７１（２００８年）
に準じて測定される。本発明の複合短繊維は、第一成分の主成分である直鎖状低密度ポリ
エチレンに起因する柔軟な触感を有するが、単に柔軟なだけでは繊維のコシがなく、カー
ド通過性が低下したり、嵩高で嵩回復性に富んだ不織布が得られにくくなったりすること
がある。そのため直鎖状低密度ポリエチレンは、曲げに対してある程度変形しにくいもの
であることが好ましく（即ち、曲げに対する変形のしにくさが、ある程度高いものが好ま
しく）、具体的には曲げ弾性率が２５ＭＰａ以上のものが好ましい。直鎖状低密度ポリエ
チレンの曲げ弾性率が大きすぎると柔軟な触感が失われるおそれがあるので、それは８５
０ＭＰａ以下であることが好ましい。より具体的には、直鎖状ポリエチレンの曲げ弾性率
は、１３０ＭＰａ～６００ＭＰａであることがより好ましく、３５ＭＰａ～４００ＭＰａ
であることが特に好ましく、４０ＭＰａ～３００ＭＰａであることが最も好ましい。
【００３０】
　直鎖状低密度ポリエチレンの硬度は、得られる複合短繊維の性質や、得られる不織布ま
たはクッション材の触感、嵩高性および嵩回復性を考慮すれば、３５～７０の範囲内にあ
ることが好ましい。ここで、直鎖状低密度ポリエチレンの硬度は、ＪＩＳ　Ｋ　７２１５
（１９８６年）に準じ、タイプＤ　デュロメータを用いて測定されるデュロメータ硬さ（
ＨＤＤ）を指す。第一成分の主成分である直鎖状低密度ポリエチレンが柔らかすぎると繊
維のコシが失われ、繊維のカード通過性が低下したり、嵩高な不織布が得られにくくなっ
たりすることがあるだけでなく、不織布の嵩回復性が低下することもある。そのため、直
鎖状低密度ポリエチレンはある程度の硬度、具体的には３５以上の硬度を有することが好
ましい。直鎖状低密度ポリエチレンの硬度が大きすぎると柔軟な触感が失われるおそれが
あるので、それは７０以下であることが好ましい。より具体的には、直鎖状低密度ポリエ
チレンの硬度は、４０～６３であることがより好ましく、４３～６０であることが特に好
ましく、４５～６０であることが最も好ましい。
【００３１】
　本発明の複合短繊維において立体捲縮が十分に発現し、かつ良好な触感を与える不織布
を与える限りにおいて、第一成分は、直鎖状低密度ポリエチレンに加えて、さらに他のポ
リマー成分を含んでいてよい。例えば、第一成分は、さらに、低密度ポリエチレン、高密
度ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリブチレン、ポリメチルペンテン樹脂
、ポリブタジエン、プロピレン系共重合体（例えば、プロピレン－エチレン共重合体）、
エチレン－ビニルアルコール共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－（メ
タ）アクリル酸共重合体、またはエチレン－（メタ）アクリル酸メチル共重合体等などの
ポリオレフィン系樹脂や、その変性物、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレ
フタレート、ポリトリメチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリ乳酸、
ポリブチレンスクシネートおよびその共重合体などのポリエステル樹脂や、その変性物、
ナイロン６６、ナイロン１２、およびナイロン６などのポリアミド系樹脂や、その変性物
、アクリル系樹脂、ポリカーボネート、ポリアセタール、ポリスチレンおよび環状ポリオ
レフィンなどのエンジニアリング・プラスチック、それらの混合物、ならびにそれらのエ
ラストマー系樹脂などから選択される、１または複数のポリマー成分を含んでよい。
【００３２】
　本発明では、第一成分に配合してもよい、直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリマ
ー成分の量は、第一成分の密度が上記範囲内であり、かつ第一成分の４０質量％を超えな
いように選択されることが好ましい。例えば、直鎖状低密度ポリエチレンと他のポリマー
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とのを合わせた質量を１００質量％としたときに、上記の他のポリマー成分の含有量は３
質量％～４０質量％、好ましくは５質量％～２５質量％、より好ましくは５質量％～２０
質量％である。
【００３３】
　本発明では、第一成分は、直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリマー成分として、
低密度ポリエチレンを含むことが好ましい。
【００３４】
　第一成分に含まれていてもよい低密度ポリエチレン（「ＬＤＰＥ」（Low Density Poly
ethylene）とも呼ばれる）とは、分岐の多い軟質のポリエチレンであり、その製造方法に
由来して、高圧法ポリエチレンとも呼ばれる。本発明においては、必要に応じて低密度ポ
リエチレンを、第一成分に少量添加することによって、立体捲縮、特に顕在捲縮をより良
好に発現させて、不織布としたときの嵩高性および嵩回復性、ならびに高速カード性を向
上させることが可能となる。また、低密度ポリエチレンは、直鎖状低密度ポリエチレンよ
りも柔らかいものであるため、例えば、密度の高い直鎖状低密度ポリエチレンを用いたと
きに低下しがちな表面触感を、低密度ポリエチレンで確保することも可能である。
【００３５】
　低密度ポリエチレンの密度は０．９１ｇ／ｃｍ３～０．９３ｇ／ｃｍ３であることが好
ましい。低密度ポリエチレンの密度はポリマーのＭＩ（１９０℃）に依存する傾向にある
ため、紡糸性を考慮すると、低密度ポリエチレンの密度は、０．９１５ｇ／ｃｍ３～０．
９２ｇ／ｃｍ３であることが好ましい。なお、低密度ポリエチレンの密度は、前記第一成
分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体が有するべき密度の上限より高くてもよく、
後述する、第一成分が有すると好ましい密度の上限より高くてもよい。
【００３６】
　低密度ポリエチレンの紡糸前の融点は、９０℃～１２０℃であることが好ましい。本発
明においては、低い融点の低密度ポリエチレンが好ましく用いられる。融点が低い低密度
ポリエチレンを用いることにより、立体捲縮、特に顕在捲縮をより良好に発現させること
ができ、不織布製造の際の熱加工温度領域を広くすることができ、また、熱処理した後に
柔軟な不織布を得ることができる。より具体的には、低密度ポリエチレンの融点は９５℃
～１１５℃であることがより好ましく、１００℃～１１０℃であると特に好ましい。
【００３７】
　低密度ポリエチレンのメルトインデックス（ＭＩ）は、紡糸性を考慮すれば、一般的に
１ｇ／１０ｍｉｎ～６０ｇ／１０ｍｉｎの範囲内にあることが好ましい。ここで、メルト
インデックス（ＭＩ）は、ＪＩＳ－Ｋ－７２１０（１９９９年）（条件：１９０℃、荷重
２１．１８Ｎ（２．１６ｋｇｆ））に準じて測定される。ＭＩが大きいほど、紡糸時に鞘
成分の固化速度が遅くなり、繊維同士が融着しやすくなるからである。一方、ＭＩが小さ
すぎると、繊維化が困難となる。より具体的には、低密度ポリエチレンのＭＩは、３ｇ／
１０ｍｉｎ～５０ｇ／１０ｍｉｎであることが好ましく、５ｇ／１０ｍｉｎ～５０ｇ／１
０ｍｉｎであることがより好ましく、１０ｇ／１０ｍｉｎ～５０ｇ／１０ｍｉｎであるこ
とがさらにより好ましい。
【００３８】
　低密度ポリエチレンにおけるＱ値は、１０以下であることが好ましい。より好ましいＱ
値は４～９であり、さらにより好ましくは５～８である。Ｑ値が１０を越えると、良好な
捲縮発現形状が得られないことがあり、また、接着強力も低くなる傾向にある。
【００３９】
　第一成分において、直鎖状低密度ポリエチレンと、低密度ポリエチレンとは、それらを
合わせた質量を１００質量％としたときに、直鎖状低密度ポリエチレンが９５質量％～７
５質量％を占めることが好ましく、低密度ポリエチレンが５質量％～２５質量％を占める
ように、混合されていることがさらに好ましい。さらにより好ましくは、直鎖状低密度ポ
リエチレンが９０質量％～８０質量％を占め、低密度ポリエチレンが１０質量％～２０質
量％を占める。直鎖状低密度ポリエチレンの占める割合が多すぎると、低密度ポリエチレ
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ンを加えることによる効果が得られにくく、不織布としたときに、不織布が嵩高性におい
て劣ることがある。直鎖状低密度ポリエチレンの占める割合が少なすぎると、熱接着不織
布としたときに、不織布の強度が低下することがある。
【００４０】
　低密度ポリエチレンは、上記の範囲内で含まれると、複合短繊維において、良好な立体
捲縮を発現させ、また、発現した捲縮のばらつきを少なくさせるとともに、繊維の捲縮率
を高くすることができる。したがって、この繊維を含む不織布の嵩高性を良好にすること
ができる。立体捲縮が発現しやすい理由は定かではないが、分岐の少ない直鎖状低密度ポ
リエチレン分子に低密度ポリエチレンの長分岐が絡み合い、延伸での歪みが生じ易くなる
ため、立体捲縮が発現し易くなるものと推定される。尤も、この推定によって本発明が制
限されることはない。また、低密度ポリエチレンは、柔軟化剤として機能するので、上記
の範囲で低密度ポリエチレンを含むと、例えば、密度の高い直鎖状低密度ポリエチレンを
使用した場合に、得られる不織布が厚さ方向において優れた柔軟性を示し、また、表面触
感が良好となる。さらに、上記の範囲で低密度ポリエチレンを含むと、不織布の加工温度
領域を広くすることができ、熱接着不織布を製造するときの加工温度に拘わらず、ほぼ一
定した柔軟な風合いの不織布を得ることができるので好ましい。
【００４１】
　第一成分は、第一成分の総質量を基準として、ポリマー成分として、直鎖状低密度ポリ
エチレンと低密度ポリエチレンとを合わせて、７０質量％以上含むことが好ましく、７５
質量％以上含むことがより好ましく、８０質量％以上含むことがさらにより好ましく、ポ
リマー成分として、直鎖状低密度ポリエチレンと低密度ポリエチレンのみを含むことがよ
り好ましい。また、第一成分において、直鎖状低密度ポリエチレンと低密度ポリエチレン
とを合わせて１００質量％であってもよい。
【００４２】
　本発明では、第一成分は、直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリマー成分として、
極性基含有変性ポリオレフィンを含むことも好ましい。第一成分が直鎖状低密度ポリエチ
レン以外の他のポリマー成分として、極性基含有変性ポリオレフィンを含むことで繊維間
の熱接着がより強固になる他、本発明の不織布と、他の素材との接着性が良好になり得る
ためである。
【００４３】
　第一成分に含まれてよい極性基含有変性ポリオレフィンとは、カルボキシル基、水酸基
、スルホン酸基などを含むポリオレフィン樹脂を指し、具体的な例として、エチレン－エ
チレン性不飽和カルボン酸などが挙げられる。エチレン－エチレン性不飽和カルボン酸と
は、エチレンと不飽和カルボン酸を含む共重合体を指し、エチレンとエチレン性不飽和カ
ルボン酸の共重合体や、エチレンとエチレン性不飽和カルボン酸を含み、さらにその他の
共重合成分が共重合された共重合体を指す。エチレンとエチレン性不飽和カルボン酸の共
重合体や、エチレンとエチレン性不飽和カルボン酸を含み、さらにその他の共重合成分が
共重合された共重合体を得る方法は特に限定されず、これらを共重合して得られるランダ
ム共重合体、ブロック共重合体、グラフト共重合体などを用いることができる。エチレン
－エチレン性不飽和カルボン酸を構成するエチレン性不飽和カルボン酸としては、特に限
定されないが、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、エタクリル酸、フマル酸、マレイン
酸、イタコン酸、マレイン酸モノメチル、マレイン酸モノエチル、無水マレイン酸、無水
イタコン酸、およびこれらの酸のエステルなどが挙げられる。エチレン－エチレン性不飽
和カルボン酸共重合体としては、具体的には、エチレン－アクリル酸エステル－グリシジ
ルメタクリレート（ＧＭＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸エステル－無水マレイン酸
共重合体、エチレン－アクリル酸共重合体（ＥＡＡ）、エチレン－メタクリル酸共重合体
（ＥＭＡＡ）、エチレン－エタクリル酸共重合体、エチレン－マレイン酸共重合体、エチ
レン－フマル酸共重合体、エチレン－イタコン酸共重合体、エチレン－無水マレイン酸共
重合体、エチレン－無水イタコン酸共重合体などが挙げられる。中でも、エチレン－アク
リル酸エステル－グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸
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エステル－無水マレイン酸共重合体、エチレンーアクリル酸共重合体、エチレンーメタク
リル酸共重合体及びエチレン－マレイン酸共重合体が好ましく、エチレン－アクリル酸エ
ステル－グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸エステル
－無水マレイン酸共重合体、エチレン－アクリル酸共重合体、エチレン－メタクリル酸共
重合体がより好ましく、エチレン－アクリル酸エステル－グリシジルメタクリレート（Ｇ
ＭＡ）共重合体、エチレン－アクリル酸エステル－無水マレイン酸共重合体がさらにより
好ましい。
【００４４】
　本発明の第一成分に含まれてよい極性基含有変性ポリオレフィンの具体例としては、エ
チレン－アクリル酸エステル－グリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）共重合体である「Ｌ
ＯＴＡＤＥＲ（ロタダー　登録商標）」（アルケマ・ジャパン製）、エチレン－アクリル
酸エステル－無水マレイン酸共重合体である「ＢＯＮＤＩＮＥ（ボンダイン　登録商標）
」（アルケマ・ジャパン製）、エチレン－メタクリル酸共重合体である「ニュクレル（登
録商標）（三井・デュポンポリケミカル（株）製）、オレフィン－マレイン酸共重合体で
ある「モディック（登録商標）」（三菱化学（株）製）などが挙げられる。
【００４５】
　第一成分において、直鎖状低密度ポリエチレンと、極性基含有変性ポリオレフィンとは
、それらを合わせた質量を１００質量％としたときに、直鎖状低密度ポリエチレンが９７
質量％～７０質量％を占めることが好ましく、極性基含有変性ポリオレフィンが３質量％
～３０質量％を占めるように、混合されていることがさらに好ましい。さらにより好まし
くは、直鎖状低密度ポリエチレンが９５質量％～７５質量％を占め、極性基含有変性ポリ
オレフィンが５質量％～２５質量％を占める。直鎖状低密度ポリエチレンの占める割合が
多すぎると、極性基含有変性ポリオレフィンを加えることによる効果が得られにくく、不
織布としたときに、不織布の引っ張り強力や他の素材との接着性において、第一成分に極
性基含有変性ポリオレフィンを含まない繊維との差が認められなくなるおそれがある。直
鎖状低密度ポリエチレンの占める割合が少なすぎると、熱接着不織布としたときに、不織
布の嵩回復性や嵩高性が失われるおそれがある。
【００４６】
　第一成分は、第一成分の総質量を基準として、ポリマー成分として、直鎖状低密度ポリ
エチレンと極性基含有変性ポリオレフィンとを合わせて、７０質量％以上含むことが好ま
しく、７５質量％以上含むことがより好ましく、８０質量％以上含むことがさらにより好
ましく、ポリマー成分として、直鎖状低密度ポリエチレンと極性基含有変性ポリオレフィ
ンのみを含むことがより好ましい。また、第一成分において、直鎖状低密度ポリエチレン
と極性基含有変性ポリオレフィンとを合わせて１００質量％であってもよい。
【００４７】
　本発明では、第一成分は、直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリマー成分として、
低密度ポリエチレン、および極性基含有変性ポリオレフィンを含むことも好ましい。第一
成分が直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリマー成分として、低密度ポリエチレンお
よび極性基含有変性ポリオレフィンを含むことで、繊維の捲縮発現性や柔軟性が向上しう
るほか、繊維間の熱接着がより強固になったり本発明の不織布と、他の素材との接着性が
良好になったりするためである。第一成分が、直鎖状低密度ポリエチレン以外の他のポリ
マー成分として、低密度ポリエチレンおよび極性基含有変性ポリオレフィンを含む場合に
おける、好ましい低密度ポリエチレンおよび極性基含有変性ポリオレフィンは、それぞれ
を単独で第一成分に含ませる場合について説明したとおりであるから、ここではその詳細
な説明を省略する。
【００４８】
　第一成分が直鎖状低密度ポリエチレンと、低密度ポリエチレンおよび極性基含有変性ポ
リオレフィンを含む場合、それらを合わせた質量を１００質量％としたときに、直鎖状低
密度ポリエチレンが９４質量％～７０質量％を占め、低密度ポリエチレンが３質量％～２
７質量％を占め、極性基含有変性ポリオレフィンが３質量％～２７質量量％を占めるよう
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に混合されていることが好ましい。より好ましくは、直鎖状低密度ポリエチレンが９０質
量％～７５質量％を占め、低密度ポリエチレンが５質量％～２０質量％を占め、極性基含
有変性ポリオレフィンが５質量％～２０質量量％を占めるように混合される。
【００４９】
　本発明において、第一成分は、第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密
度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であれば特に限定されず、直鎖状
低密度ポリエチレン全体の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満であ
り、かつ第一成分の密度が０．８８ｇ／ｃｍ３未満または０．９１８ｇ／ｃｍ３以上であ
っても構わないが、好ましくは第一成分の密度も０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／
ｃｍ３未満であることが好ましい。第一成分の密度も０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８
ｇ／ｃｍ３未満の範囲内であると、第一成分が適度な弾性および柔軟性を持つようになり
、複合短繊維がしなやかで、変形に対して、元の形に戻りやすい繊維となりやすく、本発
明のクッション材は、繰り返し圧縮残留ひずみが低下し、優れた嵩回復性を示すためであ
る。第一成分の密度は０．８９ｇ／ｃｍ３～０．９１７ｇ／ｃｍ３であると好ましく、０
．９０ｇ／ｃｍ３～０．９１７ｇ／ｃｍ３であるとより好ましく、０．９０２ｃｍ３～０
．９１６ｇ／ｃｍ３であるとさらにより好ましい。
【００５０】
　第一成分は、上記ポリマー成分以外の他の成分、例えば、帯電防止剤、顔料、艶消し剤
、熱安定剤、光安定剤、難燃剤、抗菌剤、滑剤、可塑剤、柔軟剤、酸化防止剤、紫外線吸
収剤、結晶核剤などの添加剤を含んでよい。そのような添加剤は、第一成分の全体の１０
質量％以下の量を占めるように、第一成分に含まれることが好ましい。
【００５１】
　＜第二成分＞
　本発明において、複合短繊維に含まれる第二成分は、上記の第一成分とともに複合短繊
維を形成することができる樹脂などのポリマー成分であれば特に限定はなく、好ましくは
第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレンの融点よりも高い融点を有するポリマー成
分を含む。第二成分は、例えば、ポリプロピレン、ポリブテン－１、ポリメチルペンテン
樹脂、ポリブタジエン、プロピレン系共重合体（例えば、エチレン－プロピレン共重合体
）、エチレン－ビニルアルコール共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－
（メタ）アクリル酸共重合体、またはエチレン－（メタ）アクリル酸メチル共重合体等な
どのポリオレフィン系樹脂、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート
、ポリトリメチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリ乳酸、ポリブチレ
ンスクシネートおよびその共重合体などのポリエステル系樹脂、ナイロン６６、ナイロン
１２、およびナイロン６などのポリアミド系樹脂、アクリル系樹脂、ポリカーボネート、
ポリアセタール、ポリスチレンおよび環状ポリオレフィンなどのエンジニアリング・プラ
スチック、それらの混合物、ならびにそれらのエラストマー系樹脂などから選択される、
１または複数のポリマー成分を含んでよい。
【００５２】
　第二成分は、ポリマー成分として、第一成分を構成し得る直鎖状低密度ポリエチレンの
融点よりも４０℃以上高い融点を有し得るポリエステルを５０質量％以上含む成分である
ことが好ましい。第二成分は、第二成分の総質量を基準として、ポリマー成分として、ポ
リエステルを、好ましくは５０質量％以上含み、より好ましくは７５質量％以上含み、最
も好ましくは１００質量％含む。
【００５３】
　ポリエステルは、他のポリマーに比べて、安価であり、高い剛直性を有し、繊維にコシ
を与え得るので、好ましく用いられ得る。ポリエステルとしては、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフタレート、ポリエチレン
ナフタレート、ポリ乳酸などの重合体またはその共重合体が挙げられる。前記ポリエステ
ルの融点は、第一成分を構成する直鎖状低密度ポリエチレンの融点よりも４０℃以上高い
。好ましい前記ポリエステルの融点は、直鎖状低密度ポリエチレンの融点より５０℃以上
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高い温度である。
【００５４】
　前記ポリエステルのうち、ポリエチレンテレフタレートおよびポリブチレンテレフタレ
ートは、ポリトリメチレンテレフタレートと比較して、高い剛直性を有し、繊維にコシを
与え得るので、得られる複合短繊維の高速カード性を良好にすることができる。特に、ポ
リエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）は、剛直性が大きいことから、最も好ましく使用さ
れ得る。ポリエチレンテレフタレートは、また、繊維製造中の延伸条件を適宜調節するこ
とにより、高い結晶性を有し、熱収縮しにくいものとなるので、立体捲縮、特に潜在捲縮
性を示さないまたはごく僅かに示す、顕在捲縮性複合短繊維を与え得ることができる。そ
のような顕在捲縮性複合短繊維を用いて作製した不織布を作成すると、ウェブが熱処理に
付されたときに、ウェブにおいて収縮が生じない又は僅かな収縮が生じ、ウェブ収縮に起
因する製造工程の管理の煩雑さが無くなる、または軽減され得る。
【００５５】
　第二成分が、好ましいポリエステルとしてのポリエチレンテレフタレートおよび／また
はポリブチレンテレフタレートと、それ以外の他のポリマー成分とを含む場合、当該他の
ポリマー成分は、複合短繊維において立体捲縮が十分に発現し、かつ繊維が良好な触感を
与え得る不織布を与え得る限りにおいて、特に限定されない。例えば、他のポリエステル
系樹脂、具体的には、ポリエチレンナフタレート、ポリ乳酸およびポリトリメチレンテレ
フタレートを混合してよい。しかし、ポリトリメチレンテレフタレートは前述したとおり
、柔軟であって、得られる繊維の高速カード性を低下させる傾向にあるから、本発明の複
合短繊維においては使用しないことが好ましい。
【００５６】
　第二成分は、上記ポリマー成分以外の他の成分、例えば、帯電防止剤、顔料、艶消し剤
、熱安定剤、光安定剤、難燃剤、抗菌剤、滑剤、可塑剤、柔軟剤、酸化防止剤、紫外線吸
収剤、結晶核剤などの添加剤を含んでよい。そのような添加剤は、第二成分の全体の１０
質量％以下の量を占めるように、第二成分に含まれることが好ましい。
【００５７】
　本発明の複合短繊維において、第一成分と第二成分の比（第二成分／第一成分）は、８
／２～３／７（容積比）が好ましい。より好ましくは７／３～３５／６５、最も好ましく
は６／４～４／６である。第二成分は、主として不織布の嵩高性および嵩回復性に寄与し
、第一成分は、主として不織布強力および不織布の柔らかさに寄与する。その複合比が８
／２～３／７であると、不織布強力および柔らかさと、嵩回復性を両立することができる
。複合比は、第一成分が多くなると、不織布強力は上がるが、得られる不織布が硬くなり
、嵩回復も悪くなる傾向になる。一方、第二成分が多くなりすぎると接着点が少なくなり
すぎて、不織布強力が小さくなり、そのため嵩回復性が悪くなる傾向となる。
【００５８】
　本発明の複合短繊維においては、第二成分の重心位置は、繊維断面において、繊維の重
心位置からずれていることが好ましい。図４に本発明の一実施形態における複合短繊維の
繊維断面を示す。図４においては、第二成分（２）の周囲に第一成分（１）が配置され、
第一成分（１）が繊維断面において繊維（１０）表面の少なくとも２０％を占めている。
これにより第一成分（１）は熱接着時に表面が溶融することができる。繊維断面において
、第二成分（２）の重心位置（３）は、繊維（１０）の重心位置（４）からずれており、
ずれの割合（以下、偏心率と記載する場合がある。）は、複合短繊維の繊維断面を電子顕
微鏡などで拡大撮影し、繊維断面における第二成分（２）の重心位置（３）をＣ１とし、
複合短繊維（１０）の繊維断面における繊維の重心位置（４）をＣｆとし、複合短繊維（
１０）の繊維断面の半径（５）をｒｆとしたとき、下記式で示す数値をいう。
　偏心率（％）＝［｜Ｃｆ－Ｃ１｜／ｒｆ］×１００
【００５９】
　第二成分（２）の重心位置（３）が繊維の重心位置（４）からずれている繊維断面とし
ては、図４に示す偏心芯鞘型（この場合、第一成分（１）が鞘成分であり、第二成分（２
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）が芯成分である）、あるいは並列型（サイドバイサイド型）であることが好ましい形態
であり、偏心芯鞘型がより好ましい形態である。場合によっては、多芯型であっても多芯
部分が集合して繊維の重心位置からずれて存在しているものでも可能である。特に、偏心
芯鞘型の繊維断面であると、容易に所望の波形状捲縮及び／又は螺旋状捲縮などの立体捲
縮を発現させることができる点で好ましい。偏心芯鞘型複合短繊維の偏心率は、５％～５
０％であることが好ましい。より好ましい偏心率は、７％～３０％である。
【００６０】
　図２に本発明の一実施形態における捲縮性複合短繊維の捲縮形態を示す。本発明でいう
波形状捲縮とは、図２Ａに示すような捲縮の山部が湾曲したものを示す。螺旋状捲縮とは
、図２Ｂに示すような捲縮の山部が螺旋状に湾曲したものを示す。図２Ｃに示すような波
形状捲縮と螺旋状捲縮とが混在した捲縮も本発明に含まれ得る。図１に示すような通常の
機械捲縮の場合は、捲縮の山が鋭角である、いわゆる鋸歯状捲縮のままであると、不織布
としたときの嵩回復性を大きくすることができない。さらに、圧縮に対する面弾性、いわ
ゆるスプリング効果に劣り、特に十分な嵩回復性が得られない。また、図３に示すように
機械捲縮の鋭角な捲縮と、図２Ａに示す波形状捲縮が混在した捲縮も本発明に含まれ得る
。本発明においては、波形状捲縮と螺旋状捲縮とを含めて、機械捲縮と区別して立体捲縮
という。
【００６１】
　本発明においては、特に図２Ｃに示す波形状捲縮と螺旋状捲縮とが混在した捲縮である
ことが、カード通過性と初期嵩および嵩回復性を両立できる点で好ましい。
【００６２】
　本発明の複合短繊維、特に顕在捲縮性複合短繊維は、例えば、以下の手順で製造するこ
とができる。なお、本発明の複合短繊維は、潜在捲縮性繊維であっても、顕在捲縮性繊維
であってもよく、顕在捲縮性繊維であることが好ましいが、顕在捲縮性繊維に限定される
ものではない。まず、直鎖状低密度ポリエチレンおよび必要に応じて低密度ポリエチレン
を含む第一成分と、例えば、ポリエチレンテレフタレートおよび／またはポリブチレンテ
レフタレートを５０質量％以上含む第二成分とを、繊維断面において第一成分が繊維表面
の少なくとも２０％を占め、第二成分の重心位置が繊維の重心位置からずれるように配置
された複合型ノズル、例えば偏心芯鞘型複合ノズルを用いて、第二成分を紡糸温度２４０
℃～３５０℃、第一成分を紡糸温度２００℃～３００℃で溶融紡糸し、引取速度１００ｍ
／ｍｉｎ～１５００ｍ／ｍｉｎで引き取り、紡糸フィラメントを得ることができる。
【００６３】
　次いで、第二成分に含まれるポリマー成分のうち、最も高いガラス転移点を有するポリ
マー成分のガラス転移点（Ｔｇ２）以上、直鎖状低密度ポリエチレンの融解ピーク温度未
満の延伸温度で、延伸倍率１．５倍以上５．０倍以下の範囲で延伸処理を施す。より好ま
しい延伸温度の下限は、Ｔｇ２より１０℃高い温度である。より好ましい延伸温度の上限
は、９０℃であり、特に好ましい延伸温度の上限は、８５℃である。延伸温度がＴｇ２よ
りも低いと、第二成分の結晶化が進みにくいため、得られる繊維において第二成分の熱収
縮が大きくなる、または得られる繊維で作製した不織布の嵩回復性が小さくなる傾向が認
められる。延伸温度が直鎖状低密度ポリエチレンの融解ピーク温度以上であると、繊維同
士が融着するため、好ましくない。
【００６４】
　より好ましい延伸倍率の下限は１．８倍であり、特に好ましい延伸倍率の下限は２．０
倍であり、最も好ましい延伸倍率の下限は２．２倍である。より好ましい延伸倍率の上限
は４．５倍であり、特に好ましい延伸倍率の上限は４．０倍であり、最も好ましい延伸倍
率の上限は３．８倍である。延伸倍率が１．８倍未満であると、延伸倍率が低すぎるため
、波形状捲縮および／または螺旋状捲縮などの立体捲縮が発現した繊維を得ることが難し
く、不織布としたときの嵩高性が小さくなるだけでなく、繊維自体の剛性も小さくなるた
め、カード通過性などの不織布工程性に劣る、あるいは嵩回復性が低下する傾向がある。
また、延伸時の前後において必要に応じて５０℃～１１５℃の繊維同士が融着しない温度
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で乾熱、湿熱、蒸熱等の雰囲気下でアニーリング処理を施してもよい。
【００６５】
　次いで、必要に応じて繊維処理剤を付与する前または後に、スタッフィングボックス式
捲縮機など公知の捲縮機を用いて捲縮数５個／２５ｍｍ～２５個／２５ｍｍの捲縮を付与
する。捲縮機を通過した後の捲縮形状は、鋸歯状捲縮及び／又は波形状捲縮であってもよ
い。捲縮数が５個／２５ｍｍ未満であると、カード通過性が低下すると共に、不織布の嵩
高性や嵩回復性が悪くなる傾向がある。一方、捲縮数が２５個／２５ｍｍを超えると、捲
縮数が多すぎるためにカード通過性が低下し、不織布の地合が悪くなるだけでなく、不織
布の初期嵩も小さくなる恐れがある。
【００６６】
　さらに、前記捲縮機にて捲縮を付与した後、５０℃～１１５℃の乾熱、湿熱、あるいは
蒸熱の雰囲気下でアニーリング処理を施すことが好ましい。アニーリング処理により、本
発明の複合短繊維の立体捲縮の発現を促進することができる。具体的には、繊維処理剤を
付与した後に捲縮機にて捲縮を付与し、５０℃～１１５℃の乾熱雰囲気下でアニーリング
処理と同時に乾燥処理を施すと工程を簡略化することができるため、好ましい。アニーリ
ング処理が５０℃未満であると、得られる繊維の乾熱収縮率が大きくなる傾向となり、得
られる不織布の地合が乱れたり、生産性が低下したりする恐れがある。また、アニーリン
グ工程が乾燥工程も兼ねている場合、アニーリング温度が５０℃未満であると、繊維の乾
燥が不十分となる可能性がある。このような方法により、立体捲縮が発現した複合短繊維
、即ち、顕在捲縮性複合短繊維が得られ得る。
【００６７】
　このようにして得られる本発明の複合短繊維において、捲縮数（立体捲縮数）は、繊維
のカード通過性及び不織布等にしたときの嵩高性を考慮すると、１０個／２５ｍｍ～１８
個／２５ｍｍであることが好ましい（なお、本発明の複合短繊維が潜在捲縮繊維である場
合には、捲縮数は、例えば第一成分の直鎖状低密度ポリエチレンの融点よりも５℃低い温
度にて、繊維を自由な状態で加熱処理に付したときに発現する立体捲縮の捲縮数を指す）
。また、本発明の複合短繊維について、ＪＩＳ　Ｌ　１０１５（２０１０年）に準じて捲
縮数および捲縮率を測定したときに、捲縮率と捲縮数の比（捲縮率／捲縮数）が０．７～
１．２であることが好ましく、０．８５～１であることがより好ましい。捲縮率は、捲縮
の固定性（捲縮の伸びにくさ）を示し、捲縮率／捲縮数が、上記範囲を満たすと、捲縮が
伸びにくく、適度な大きさの波形及び／又は螺旋状捲縮を有するので、カード通過性が良
好であり、カード通過後のウェブは嵩高性を維持し、熱処理後の不織布等は弾力性を維持
することができる。
【００６８】
　本発明の複合短繊維の繊度および繊維長は特に限定されず、不織布の製造方法および不
織布の用途に応じて選択される。例えば、本発明の複合短繊維は、後述するように、例え
ば、カード機（またはその他の手段）によりウェブを作製した後、繊維同士を熱接着させ
る熱接着不織布の製造に用いられる場合、その繊度は１．１ｄｔｅｘ～５０ｄｔｅｘ、繊
維長は１０ｍｍ～１００ｍｍの短繊維とすることが好ましい。例えば、本発明の複合短繊
維をクッション材として用いる場合、その繊度は２．２ｄｔｅｘ～３０ｄｔｅｘ、より好
ましくは３．３ｄｔｅｘ～２０ｄｔｅｘ、特に好ましくは５．６ｄｔｅｘ～１８ｄｔｅｘ
であってよい。具体的には、本発明の複合短繊維は、カード機を用いて繊維ウェブを作製
して製造される乾式不織布（例えばエアスルー不織布、スパンレース不織布、ニードルパ
ンチ不織布など）に適した繊維長（繊維長１５ｍｍ～９０ｍｍ、より好ましくは３２ｍｍ
～８０ｍｍ）を有してよく、エアレイド不織布を製造する場合、エアレイド不織布の製造
に適した繊維長（１０ｍｍ～３２ｍｍ、より好ましくは１２ｍｍ～２８ｍｍ）とし、前記
製造方法に適した繊度（繊度２．２ｄｔｅｘ～３０ｄｔｅｘ、より好ましくは３．３ｄｔ
ｅｘ～２０ｄｔｅｘ）を有してよい。繊度は、紡糸フィラメントの繊度および延伸倍率を
調節することによって、所望のように調節することができる。所定長さの繊維は、前記ア
ニーリング処理の後で、繊維をカットすることにより得られる。
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【００６９】
　以上において説明した本発明の複合短繊維は、繊維集合物中に２０質量％以上含有され
ることにより、嵩高性、厚さ方向の柔軟性および嵩回復性に優れた繊維集合物を形成する
ことができる。繊維集合物としては、織編物および不織布などが挙げられる。また、本発
明の複合短繊維は、不織布、特に熱接着不織布とした場合、本発明の複合短繊維の表面、
望ましくは第一成分の少なくとも一部分が熱接着成分として、繊維同士の少なくとも一部
を熱接着することが好ましい。また、本発明において、第二成分は部分的に溶融していて
もよい。また、本発明の複合短繊維は、潜在捲縮性繊維であっても、顕在捲縮性繊維であ
ってもよいが、顕在捲縮性繊維であることが特に好ましい。
【００７０】
　続いて、繊維集合物の具体的な一例として不織布を、その製造方法とともに説明する。
本発明の不織布は、本発明の複合短繊維を２０質量％以上含有するように繊維ウェブを作
製し、続いて、繊維同士を交絡させる、および／または、熱接着させる等の方法によって
、繊維同士を一体化させることによって得られる。本発明の複合短繊維以外に他の繊維を
用いてもよく、その場合には、当該他の繊維として、例えば、コットン、シルク、ウール
、麻、パルプなどの天然繊維、レーヨン、キュプラなどの再生繊維、およびアクリル系、
ポリエステル系、ポリアミド系、ポリオレフィン系、ならびにポリウレタン系などの合成
繊維から、１種または複数種の繊維をその用途などに応じて選択することができる。他の
繊維は、本発明の複合短繊維と混合して使用してよく、あるいは本発明の複合短繊維から
成る繊維ウェブと積層して用いてよい。
【００７１】
　当該不織布を製造する際に用いられる繊維ウェブとしては、パラレルウェブ、セミラン
ダムウェブ、ランダムウェブ、クロスウェブ、およびクリスクロスウェブなどのカードウ
ェブ、エアレイドウェブ、湿式抄紙ウェブ、およびスパンボンドウェブ等が挙げられる。
異なる種類の繊維ウェブを２種類以上積層してもよい。
【００７２】
　本発明の複合短繊維を用いて不織布を製造する場合には、繊維ウェブに熱処理を施して
、第一成分で繊維同士を少なくとも部分的に熱接着させた熱接着不織布の形態で不織布を
得ることが好ましい。熱接着不織布は、本発明の複合短繊維がもたらす効果（厚さ方向の
柔軟性、嵩高性および嵩回復性）を顕著に発揮するからである。繊維間を絡合させるため
に、繊維ウェブには必要に応じて熱処理前および／または熱処理後にニードルパンチ処理
や水流交絡処理等の交絡処理を施してもよい。
【００７３】
　熱接着不織布を得るために、前記繊維ウェブには、公知の熱処理手段により熱処理を施
すことが好ましい。熱処理手段としては、熱風貫通式熱処理機、熱風吹き付け式熱処理機
および赤外線式熱処理機等、風圧等の圧力が繊維ウェブにあまり加わらない熱処理機が好
ましく用いられ得る。熱処理温度等の熱処理条件は、第一成分が十分に溶融および／また
は軟化して、繊維同士が接点または交点において接合するとともに、本発明の複合短繊維
に生じている立体捲縮がつぶれないような条件を選択して実施することが好ましい。例え
ば、熱処理温度は、直鎖状低密度ポリエチレンの紡糸前の融解ピーク温度（複数の直鎖状
低密度ポリエチレンが第一成分に含まれている場合には、最も高い融解ピーク温度を有す
る直鎖状低密度ポリエチレンの融解ピーク温度）をＴｍとしたときに、（Ｔｍ－１５）℃
～（Ｔｍ＋４０）℃の温度とすることが好ましい。より好ましい熱処理温度範囲は（Ｔｍ
－１０）℃～（Ｔｍ＋３０）℃である。
【００７４】
　また、本発明の熱接着不織布において、ＪＩＳ　Ｋ６４００－４、４．５．３のＢ法で
測定した繰り返し圧縮残留ひずみ（試験片の厚さが５０％になる圧縮を連続して８万回繰
り返した後、３０分間放置した後の厚さを測定する）は、１４％以下であることが好まし
い。繰り返し圧縮残留ひずみが１４％以下であることで、本発明の熱接着不織布は繰り返
し圧縮した場合に生じる嵩の減少、いわゆる“へたり”が少ないものとなり、圧縮による
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繊維又は不織布の劣化が抑制され、嵩回復性と耐久性優れていることを示す。繰り返し圧
縮残留ひずみが１４％を超えると、不織布を繰り返し圧縮すると不織布に発生する“へた
り”が顕著になるためクッション材や衣料用パッドとして使用した際、へたりや変形によ
って使用感が悪化するなどの恐れがある。繰り返し圧縮残留ひずみは、好ましくは１３％
以下、より好ましくは１２％以下、さらにより好ましくは１０％以下である。繰り返し圧
縮残留ひずみの下限は、０％に近づけば近づくほど好ましいため特に制限されないが、１
％以上であってもよく、３％以上であってもよく、５％以上であってもよい。
【００７５】
　本発明の複合短繊維を含む不織布、特に熱接着不織布において、その密度は、例えば、
２ｋｇ／ｍ３～１００ｋｇ／ｍ３、好ましくは５ｋｇ／ｃｍ３～８０ｋｇ／ｍ３、より好
ましくは１０ｋｇ／ｍ３～４０ｋｇ／ｍ３である。不織布の密度が上記の範囲内であれば
、本発明の複合短繊維を含む不織布が使用できる用途、例えば、自動車用に代表される各
種座席に使用するクッション材、衣料用パッド、寝装用品といった用途において、適度な
硬さや弾力性、クッション性を示すようになり、不織布の嵩回復性にも優れるなどの効果
が得られる。尤も、密度は、熱接着不織布の種類によっては、これらの範囲外にあっても
よい。また、本発明の熱接着不織布を他の用途に使用する場合には、その用途に応じて、
その密度が適宜選択され得る。
【００７６】
　また、本発明の複合短繊維を含む不織布、特に熱接着不織布において、その厚さは、例
えば、２ｍｍ以上、好ましくは５ｍｍ～５００ｍｍ、より好ましくは５ｍｍ～３００ｍｍ
である。不織布の厚さが上記の範囲内であれば、上記厚さの範囲から、使用する用途に適
した不織布に加工して、本発明の複合短繊維を含む不織布を使用することで、その用途に
適した硬さやクッション性を示すようになる。不織布の厚さは用途によって適した厚さが
異なるため、特に上限は限定されない。本発明の複合短繊維を含む不織布の厚さは８００
ｍｍ以下であってもよく、６００ｍｍ以下であってもよく５００ｍｍ以下であってもよい
。尤も、厚さは、熱接着不織布の種類によっては、これらの範囲外にあってもよい。また
、本発明の熱接着不織布を他の用途に使用する場合には、その用途に応じて、その厚さが
適宜選択され得る。
【００７７】
　本発明の不織布、特に熱接着不織布は、繰り返し圧縮残留ひずみが低く、荷重を加えた
後、荷重を取り除いたときに変形が残り難く、嵩回復性に優れるので、例えば、クッショ
ン材（例えば、自動車用、航空機用、鉄道車両用、船舶用の座席に使用するクッション材
のほか、一般家庭用、事務用の座席に使用するクッション材や、生理用ナプキン、紙おむ
つ、介護用紙おむつといった吸収性物品において表面シートの下に配置するクッション材
等を含む）、衣料用パッド（例えば、女性のブラジャーのパッド、肩パッド、肘当てパッ
ド、膝当てパッド等）、寝装用品（例えば、ベッド、ふとん、ベッドマット、マットレス
、枕等）といった用途に好適であるほか、嵩高で弾力性、嵩回復性に富むことから、吸音
材や遮音材、防振材や制振材、断熱材、保温材等の用途に好適である。
【００７８】
　本発明の熱接着不織布をクッション材とする場合、密度は５ｋｇ／ｍ３～８０ｋｇ／ｍ
３とすることがより好ましく、また、厚さを５ｍｍ～５００ｍｍとすることがより好まし
い。尤も、密度および厚さは、クッション材の種類によっては、これらの範囲外にあって
もよい。また、本発明の熱接着不織布を他の用途に使用する場合には、その用途に応じて
、その密度および厚さが適宜選択され得る。
【００７９】
　本発明の熱接着不織布をクッション材として用いる場合、本発明の複合短繊維を２０質
量％以上含有することが好ましく、２５質量％以上含有することがより好ましく、３０質
量％以上含有することが特に好ましい。また、不織布またはクッション材の１００質量％
が本発明の複合短繊維で構成されていてもよい。本発明の複合短繊維の割合が上記範囲内
にあると、本発明の複合短繊維が発現する立体捲縮により、嵩高な不織布が得られやすく
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なるほか、本発明の複合短繊維により不織布全体が弾力性、クッション性に富んだ不織布
となる。また、不織布を製造する際に適度な温度で熱処理をおこなうことで、不織布全体
に均一に分散した本発明の複合短繊維により、繊維同士が接触している部分で繊維間の熱
接着が発生し、不織布の耐久性が増すとともに、繊維同士が熱接着することで弾力性が高
められるなど、クッション材に求められる機能を発揮することができる。
【実施例】
【００８０】
　［実施例１～５、比較例１］
　（第一成分）
　直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）および低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）とし
て下記のものを用意した。
【００８１】
　ＬＬＤＰＥ　Ａ：メタロセン触媒で重合された直鎖状低密度ポリエチレン（宇部丸善ポ
リエチレン（株）製、商品名「４２０ＳＤ」、密度０．９１８ｇ／ｃｍ３、Ｑ値３．０、
ＭＩ＝７ｇ／１０ｍｉｎ、融点１１６℃、ヘキセン共重合、曲げ弾性率２７０ＭＰａ、硬
度（ＨＤＤ）５２）
　ＬＬＤＰＥ　Ｂ：メタロセン触媒で重合された直鎖状低密度ポリエチレン（日本ポリエ
チレン（株）製、商品名「カーネル（登録商標）ＫＳ５６０Ｔ」、密度０．８９８ｇ／ｃ
ｍ３、Ｑ値３．１、ＭＩ＝１６．５ｇ／１０ｍｉｎ、融点９０℃、ヘキセン共重合、曲げ
弾性率６２ＭＰａ、硬度（ＨＤＤ）４０）
　ＬＬＤＰＥ　Ｃ：メタロセン触媒で重合された直鎖状低密度ポリエチレン（宇部丸善ポ
リエチレン（株）製、商品名「６１３Ａ」、密度０．９１３ｇ／ｃｍ３、ＭＩ＝３０ｇ／
１０ｍｉｎ、融点９７℃と１１３℃の２段ピーク、曲げ弾性率２３０ＭＰａ、硬度（ＨＤ
Ｄ）５０）
【００８２】
　ＬＤＰＥ　ａ：低密度ポリエチレン（宇部丸善ポリエチレン（株）製、商品名「Ｊ２５
１６」、密度０．９１６ｇ／ｃｍ３、ＭＩ＝２５ｇ／１０ｍｉｎ、融点１０６℃、硬度（
ＨＤＤ）４５）
【００８３】
　（第二成分）
　第二成分を構成するポリマーとして、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）（（東レ
（株）製、商品名「Ｔ２００Ｅ」、融点２５０℃、極限粘度値（ＩＶ値）０．６４）を用
意した。
【００８４】
　第一成分として、以下の表１に示すポリマー（第一成分の密度および第一成分に含まれ
る各ポリマーの密度については以下の表２に記載する通りである）を表１に示す混合割合
（質量％）で使用し、第二成分として上記の商品名「Ｔ２００Ｅ」（ＰＥＴ）を使用して
、それらの２つの成分を、偏心鞘芯型複合ノズル（ノズルのホール数　６００ホール）を
用い、第一成分（鞘成分）／第二成分（芯成分）の複合比（容積比）を５５／４５として
、第１成分の紡糸温度を２９０℃、第２成分の紡糸温度を３１０℃、ノズル温度を３００
℃として溶融押出し、以下の表１に示す所定の速度（２００ｍ／ｍｉｎ．～２８０ｍ／ｍ
ｉｎ．）で紡糸フィラメントを引き取り、以下の表１に示す所定の繊度（２０．８ｄｔｅ
ｘまたは２８ｄｔｅｘ）、偏心率２５％の紡糸フィラメントを得た。以下の表１において
、紡糸フィラメントの製造時の条件（引取速度（ｍ／分）、未延伸繊度（すなわち延伸前
の繊度）（ｄｔｅｘ））をさらに詳しく示す。また、このとき、フィラメントの可紡性に
ついて評価した。可紡性の評価基準として、◎は、溶融紡糸の際、糸切れが発生せず、繊
維間の融着や未延伸繊維の繊度にバラつきが生じないことを示し、○は、未延伸繊維の繊
度にバラつきはあるが生産上問題なく、繊維間の融着や糸切れが発生しないことを示す。
【００８５】
　得られた紡糸フィラメントを、所定の温度に調整した温水槽中で紡糸フィラメントを延
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伸して、繊度が９ｄｔｅｘとなる延伸フィラメントとした。次いで、繊維処理剤として、
撥水性の繊維処理剤（繊維処理剤の濃度５重量％）を延伸フィラメントに付与した後、延
伸フィラメントに対し、スタッフィングボックス型クリンパにて機械捲縮を１０個／２５
ｍｍ～１８個／２５ｍｍとなるように付与した。そして、以下の表１に示す所定の温度に
設定した熱風吹き付け装置にて１５分間、弛緩した状態でアニーリング処理と乾燥処理を
同時に施した（あわせて熱処理と呼ぶ）。その後、フィラメントを６４ｍｍの繊維長に切
断して、顕在捲縮性の複合短繊維を得た。複合短繊維の詳細な製造条件（延伸槽温度、延
伸倍率、熱処理温度）を以下の表１に示す。また、このとき、クリンパ通過性を評価した
。クリンパ通過性の評価基準として、◎は、延伸トウがクリンパ出口からきれいに排出さ
れ捲縮がムラなく均一に捲縮を付与されることを示し、○は、捲縮形状にややムラはある
が生産上問題なく、クリンパ出口での延伸トウの排出に問題がないことを示す。
【００８６】
　得られた捲縮性複合短繊維を開繊し、混綿する繊維がある場合は十分に混綿した後、ロ
ーラー式カード機（ローラー式パラレルカード機）を用いて目付約７５ｇ／ｍ２の繊維ウ
ェブを作製した。このとき、カード通過性を評価した。カード通過性の評価基準として、
◎は、地合の良好なカードウェブが得られ、静電気の発生やカードにかからない繊維もな
いことを示し、○は、カードにかからない繊維が少し発生するが、生産上問題なく、カー
ドウェブの地合も良好であることを示す。このようにして得られた繊維ウェブを、１０枚
積層し、目付が７５０ｇ／ｍ２となる積層カードウェブを用意した。この積層カードウェ
ブを２００ｍｍ×２００ｍｍの木枠に、厚さが２５ｍｍになるように詰め込み、以下の表
１に示す所定の熱接着温度に設定した恒温熱加工機に入れ、４分後に上下をひっくり返し
、その後６分、合計で１０分間熱処理をして、第一成分の少なくとも一部分を溶融させて
、熱接着不織布を得た。表１に、このときの熱接着温度を詳しく示す。得られた熱接着不
織布の厚さは２５ｍｍであり、密度は３０ｋｇ／ｍ３であった。
【００８７】
　得られた各熱接着不織布について、繰り返し圧縮残留ひずみ（％）を測定した。繰り返
し圧縮残留ひずみは、ＪＩＳ　Ｋ６４００－４、４．５．３　Ｂ法に基づいて測定した（
試験片の厚さが５０％になる圧縮を連続して８万回繰り返した後、３０分間放置した後の
厚さを測定する）。結果を表１に示す。
【００８８】
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【表１】

【００８９】
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【表２】

【００９０】
　表１、２に示す通り、比較例１の熱接着不織布は、複合短繊維の第一成分として、密度
の高い直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ　Ａ、密度０．９１８ｇ／ｃｍ３）のみを
使用して作製されたものであり、直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度が高く（密度：０
．９１８ｇ／ｃｍ３）、その結果、不織布の繰り返し圧縮残留ひずみが１４．３％と高く
なり、優れた嵩回復性は得られなかった。また、比較例１の熱接着不織布をクッション材
としたとき、へたりが大きく、適度な弾力性を得ることもできなかった。
【００９１】
　対して、本発明の実施例１～５の熱接着不織布では、驚くべきことに、複合短繊維の第
一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９
１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内とすることによって、不織布の繰り返し圧縮残留ひずみが顕
著に低下して１４％未満となり、優れた嵩回復性を得ることができた。
【００９２】
　さらに驚くべきことに、本発明では、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）を組み
合わせて使用して複合短繊維の第一成分に含まれる直鎖状低密度ポリエチレン全体の密度
を０．８８ｇ／ｃｍ３以上０．９１８ｇ／ｃｍ３未満の範囲内とすることによって（実施
例１および実施例３～５）、特に、密度の高い直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ　
Ａ、密度：０．９１８ｇ／ｃｍ３）と、密度の低い直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰ
Ｅ　Ｂ、密度：０．８９８／ｃｍ３）とを組み合わせて使用することによって、繰り返し
圧縮残留ひずみは１２％未満にまで低下し、特に実施例１では１０％未満にまで低下し、
非常に優れた嵩回復性を得ることができた。
【００９３】
　このように、本発明の複合短繊維を使用すると、優れた嵩回復性を有し、なおかつ、へ
たりが少なく、適度な弾力性を有する不織布を提供することができた。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明は、優れた嵩回復性を有し、なおかつ、へたりが少なく、適度な弾力性を有する
不織布を提供することができるので、クッション材（例えば、自動車用、航空機用、鉄道
車両用、船舶用の座席に使用するクッション材のほか、一般家庭用、事務用の座席に使用
するクッション材や、生理用ナプキン、紙おむつ、介護用紙おむつといった吸収性物品に
おいて表面シートの下に配置するクッション材等を含む）、衣料用パッド（例えば、女性
のブラジャーのパッド、肩パッド、肘当てパッド、膝当てパッド等）、寝装用品（例えば
、ベッド、ふとん、ベッドマット、マットレス、枕等）といった用途に好適であるほか、
嵩高で弾力性、嵩回復性に富むことから、吸音材や遮音材、防振材や制振材、断熱材、保
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温材等を構成するのに適している。
【符号の説明】
【００９５】
　　１　第一成分
　　２　第二成分
　　３　第二成分の繊維断面における重心位置
　　４　複合短繊維の繊維断面における重心位置
　　５　複合短繊維の繊維断面における半径
　　１０　複合短繊維

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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